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熱回収型第 1 種換気システムのメンテナンス性、熱回収による省エネ性、換気機能の保持性等の積雪寒冷地にお
ける性能の評価手法を確立し、それら性能安定性に優れた換気システムを検討、提案します。 

 本研究では、特に換気性能の長期保持と凍結や雪など寒冷地特有の現象に関して、換気システムに求められる性

能を整理し、その性能試験方法を検討しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱回収型第1種換気方式の評価手法の開発とシステムの提案 
 

共同研究機関名 松下エコシステムズ株式会社、三菱電機株式会社 
担 当 部 科 環境科学部居住環境科、都市防災科 

研 究 期 間 平成 17～18年度 

活用方法・成果 

■防露･耐凍結性能 [防露･耐凍結試験] 

■防虫性能 [防虫試験] 

風量低下試験の再現性が確認でき、この方法での評価

が可能であること、また、粉じんの粒度が大きい方が

風量低下速度の早いことがわかりました。 

換気口や運転条件の異なる換気システムの虫侵入

量の比較による防虫性能の試験が可能であること

を確認しました。 
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 JIS試験用粉体規格 11種、15種 

■風量長期保持性能 
■メンテナンス間隔 

[風量低下試験] 

試験用粉体の吸込み量と風量低下 

風量低下試験装置 

回転ブラシ

ｱｸﾘﾙﾊﾟｲﾌﾟ+補雪ネット

WIND
10m/sec 屋外から採取した雪

ベルトコンベアで風上へ雪を移動

150mm

1800mm
丸形 防風板

給排気

回転ブラシ

ｱｸﾘﾙﾊﾟｲﾌﾟ+補雪ネット

WIND
10m/sec 屋外から採取した雪

ベルトコンベアで風上へ雪を移動

150mm

1800mm
丸形 防風板

給排気

  防風板 

 丸形 
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防虫試験装置の設置状況 

防虫試験の条件例 
 管径

[mm]
風速

[m/s]
① 150 2.9 
② 100 5.5 
③ 150 1.3 
④ 100 2.9 
⑤ 100 1.2 
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基準値
侵入量12cc = 1

OA（外気から） 

EA（外気へ） 

RA（室内から）

SA（室内へ）

室内室 

室内外気 断熱保温 

（GW25mm） 標準抵抗 

試験体（熱交

換換気装置） 

換気装置ユニットの耐凍結試験装置 
温湿度測定点 

仕切板 

風量測定 

（オリフィス式） 

室外室 

16℃60% 
Tb→Tb+5 
→Tb→Tb+5℃ 

Tb：装置内で凍結する温度 

耐雪性能試験方法 

雪進入量比 

風速と虫侵入量→

実雪のフードへの進入量の比較により換気口の耐

雪性能の評価ができることを確認しました。 

熱回収型換気システムの換気性能長期保持性等の評価方法を提案することで性能を評価できるようになり、設計

段階での機種選定の指標やユーザーへのメンテナンスの情報を示すことができるようになります。また、それら性

能に優れた換気システムを提案します。 
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氷結過程 －15℃
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融解過程 －10℃

換気装置氷結による風量低下 

換気装置内

で凍結して

風量が低下

する温度と

時間を試験

します。 

フード 

研究の目的 


